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４ ． 人も 地域も 頑張る 力 【 地域づく り 】

①市民活動･社会教育の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

●

住民自治協議会の認知度が上がり 、 地域主体のまち づく り が計画的に進んでいます。

市民活動セン タ ーを 中心に市民活動団体の育成と 相互交流から 、 地域活動の輪が広がっ てい

ます。

地域交流セン タ ーでは学校と 地域が施設を 有効に活用する こ と で、 学校を 核と する 新たな地

域づく り が進んでいます。

情報格差（ デジタ ル・ デバイ ト ）が広がれば、 教育格差、 緊急時の対応格差や高齢者の孤立な

ど社会に大き な影響を 与えると 問題視さ れています。

公民館に整備し た ICT 環境や図書館の電子図書が、 十分に活用でき ていない状況にあり ます。

公民館利用者に若者世代が少なく 、 世代間のばら つき があり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

住民自治協議会の自律的な運営が持続でき る よ う 、 地域組織と 行政の役割を 整理する 必要が

あり ます。

市民活動を よ り 推進し ていく ため、 市民活動セン タ ーと 連携し 、 人材育成や市民活動団体の

相互の連携を 図る 必要があり ます。

地域資源を 生かし た特色ある 取組を 推進し 、 郷土への愛着を 高め、 地域の魅力を 情報発信し

ていく こ と が必要と なり ます。

スマート フ ォ ン やタ ブレ ッ ト などのICT 活用を 後押し する人材が必要です。

図書館の電子図書の利用方法について啓発し 、 電子図書の蔵書数を 増やし ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

住民自治協議会が主体と なっ たまちづく り
　 住民自治協議会を 中心に、地域と 行政が協働・ 連携し 、誇り と 愛着を 持てる地域づく り を めざし ます。

■ 主な取組

●

●

●

●

住民自治協議会を 中心と する地域活動の推進を 支援し ていき ます。

コ ミ ュ ニテ ィ セン タ ーが地域づく り の拠点と なり 、 様々な世代がその地域に応じ た利活用を

行い、 持続的に地域づく り 組織が運営を 行っ ていく 場所を 提供し ま す。 ま た、 地域づく り 活

動の支援及び生涯学習の普及振興かつ地域住民の福祉の増進に努めます。

市民活動団体の支援やネッ ト ワーク の拡充を図り 、 市民活動の活性化に取り 組みます。

高齢者対象のスマート フ ォ ン講座を 開催し ます。

公民館講座等を Z o o m 配信し て、 実施場所以外の公民館で も 講座受講ができ る よ う に環境

を 整備し ます。

夜間帯や土・ 日・ 祝日開催の公民館講座など 市民のニーズに応えら れる 講座を 企画し て 、 若

い世代も 受講ができ るよ う に進めます。

図書館の電子図書の利用方法の啓発を 行います。

N ew ! !

N ew ! !

N ew ! !

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携
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再定義の視点
◆

◆

◆

地域づく り 活動は、 コ ミ ュ ニティ ・ スク ールの取組にも 好影響を も たら し ます。 また、 防災に対

する「 共助」の意識を 高め、 地域での自主防災活動にも つながっ ています。

デジタ ルデバイ ド を 解消する こ と で、 活動や学習の幅が広がり ます。 また、 市が情報発信し てい

る 紙媒体の減少につながり ます。

地域の活性化を 進める こ と で、 地域振興のみなら ず、 地域コ ミ ュ ニティ の充実やシビ ッ ク プラ イ

ド の醸成につながり ます。

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

◆

住民自治協議会が取り 組む地域課題の解決に向けた市民活動へ積極的に参画し まし ょ う 。

地域づく り 活動へ積極的に参加し まし ょ う 。

ICT 機器を 積極的に操作し まし ょ う 。

公民館事業に参加し まし ょ う 。

同世代以外の仲間と も つながり まし ょ う 。

■ 関連計画

●

●

●

●

地域計画

松阪市教育大綱 

松阪市教育ビ ジョ ン

松阪市子ども 読書活動推進計画

●公民連携の推進
■

■

■

市民活動を つなげる活動の場を 提供するこ と で、 市民活動の活性化につながり ます。

市が連携協定を 結んでいる企業が展開する 講座を 活用し ていき ます。

松阪公民館においては、 入館し ている 商業施設と 協働し て、 活性化を 図っ ていき ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ コ ミ ュ ニティ セン タ ーを 様々な世代の方が地域交流・ 課題解決の場と し て活用する こ と

で、 地域の活性化につながり 、 若者定住、 高齢化社会対策に効果があり ます。

横断的取組

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

指定管理者制度導入コミ ュニティ センタ ー数 1 地区 1 0 地区

地域づく り 活動への参加率 5 0 .4 % 6 0 .0 %

市民活動センタ ー活動団体の新規登録件数 2 0 団体／年 2 0 団体／年

講座開設数 9 4 1 講座 1 ,0 0 0 講座

公民館講座満足度 8 6 % 9 0 %

図書館の電子図書の貸し 出し 人数 1 ,1 4 3 人 2 ,0 0 0 人
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②中山間地域の振興

■ 現　 　 状

●

●

中山間地域は、 人口減少と 少子高齢化によ っ て地域の担い手が減少し 、 防災対策や生活環境

の維持など、 集落機能の維持さ え危ぶまれています。

中山間地域は、 豊かな自然を はじ め、 歴史、 文化など の地域資源に恵まれており 、 地域なら

ではの魅力が豊富にあり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

増加する 空き 家の有効活用に取り 組み、 移住・ 定住を 促進し ていく 必要があり ます。

豊かな地域資源を有効に活用し 、交流人口の増加と 関係人口を 創出するための取組が必要です。

中山間地域で就職でき る ための就業支援が必要です。

中山間地域の資源を 生かし たイ ベント を 開催し 、 交流人口の増加を 図るこ と が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

中山間地域への子育て世代の新規転入世帯 1 5 0 世帯
　 地域資源を 生かし た取組や情報発信の充実を 図り 、 交流人口の増加と 関係人口の創出に努め、 移

住者を 増やし ていく こ と で、 集落の維持と 地域の活性化を 図り ます。

■ 関連計画

● 松阪市過疎地域持続的発展計画

N ew ! !

N ew ! !

■ 主な取組

●

●

●

空家バン ク の活用によ る 更なる 移住の促進及び地域組織と の連携によ る 地域の雇用機会創出

と 定住の促進を 図り ます。

地域と 行政、 地域おこ し 協力隊が連携し 、 地域資源の掘り 起こ し と 情報発信を 行う と と も に、

地域を 担う 人材育成に取り 組みます。

「 松阪市香肌地域づく り 協同組合」等の地域組織と 連携し 、 人材派遣事業や移住促進事業を 充

実さ せます。

ト レ イ ルラ ン 大会やサイ ク リ ン グ大会など 地域資源を 活用し たイ ベン ト を 開催し 、 地域の魅

力を 発信し ていく 中で、 交流人口の増加につなげていき ます。

飯南高校と 連携し 、 中山間地域への若者の定住・ 定職の向上に努めます。

観光交流施設の維持修繕を 行い、 快適な観光施設の運営に努めます。

N ew ! !

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

若者・ 福祉 公民連携

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

空家バンク 契約成立件数（ 累計） 1 3 6 件 2 1 6 件

松阪市香肌地域づく り 協同組合　 派遣労働者数 0 人 5 人

観光施設の宿泊者数（ 飯南・ 飯高地域） 1 9 ,2 7 2 人 2 1 ,0 0 0 人

若者・ 福祉 公民連携
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再定義の視点
◆

◆

地域おこ し 協力隊や移住者によ り 、 過疎地域に新たな飲食店等が作ら れる こ と で、 地域の魅

力アッ プに好影響を も たら し ています。

地域の活性化を 進める こ と で、 地域振興のみなら ず、 地域コ ミ ュ ニティ の充実やシビ ッ ク プ

ラ イ ド の醸成につながり ます。

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

行政と 連携し て、 中山間地域の集落維持と 地域振興に取り 組みまし ょ う 。

豊かな自然や歴史、 文化など、 中山間地域の魅力を 広く 情報発信し まし ょ う 。

地域産業の活用や就職を 通じ て、 地域産業の活性化に努めまし ょ う 。

●公民連携の推進
■

■

地域おこ し 協力隊や移住者から 地域の魅力を 情報発信する こ と によ っ て 、 更なる 移住者

の獲得につながり ます。

地域振興局（ 松阪市）と 松阪市香肌地域づく り 協同組合の連携によ り 、 組合員への人材派

遣を 通じ て地域産業の維持・ 活性化が図ら れます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

増加する 空き 家を 有効活用し 、 移住・ 定住を 促進する こ と で、 過疎地域の活性化が期待

でき ます。 移住し てき た子育て世帯が定住する こ と によ り 、 高齢化社会対策に効果があ

り ます。

松阪市香肌地域づく り 協同組合が就業支援を する こ と によ り 、 若者の移住定住につなげ

る こ と ができ ます。

横断的取組
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③文化の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

文化芸術活動は新型コ ロ ナ禍によ る停滞状況から 回復傾向にあり ます。

国宝や重要文化財などの指定等文化財数の多さ は県内市町の中で３ 番目です。

保存や継承に課題のある 文化財が増えつつあり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

文化芸術に関わる 市民を 支援し 、 人材育成に努める 必要があり ます。

豊かな歴史文化を 観光やまちづく り 、 地域振興に生かすこ と が必要です。

指定等文化財が適切に保存継承さ れる よ う 所有者等の意識向上に努め、支援する 必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

歴史と 文化と 生活がと も にあるまち
　 松阪の豊かな歴史と 文化を 適切に保存継承する と と も に活用を 充実し 、 その良さ が市民生活の中

で実感さ れるこ と でシビッ ク プラ イ ド の醸成を 促し ます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市文化芸術の振興に関する 基本方針

松阪市教育ビ ジョ ン

松阪市観光振興ビ ジョ ン

● 数 値 目 標 ●

■ 主な取組

●

●

●

●

●

文化芸術団体等と の連携により 文化芸術を 創り 、 観る 機会を 提供し ます。

こ ども たち が文化芸術と 文化財を 身近に感じ 、 楽し める 機会を 提供し ます。

国宝である 三重県宝塚一号墳出土埴輪の保存管理と 活用の充実に取り 組みます。

指定等文化財の公開普及にあたっ ては教育、 観光等と の連携を 一層図り ます。

保存継承や防災の観点で指定等文化財の所有者等と の連絡調整を 図り ます。

N ew ! !

若者・ 福祉

公民連携

公民連携

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

文化活動の推進に対する市民満足度 1 6 .6 % 2 0 .0 %

松阪市民文化会館・ コ ミ ュニティ 文化センタ ー・ 嬉
野ふるさ と 会館の一日当たり の利用率（ 3 館合計利
用日数／3 館合計開館日数）

7 5 .1％ 8 5 .0％

過去一年間に学校以外で文化財施設に一回以上
行ったこと のある児童生徒の割合

児童7 0％
生徒6 2％

児童7 5％
生徒6 5％
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●公民連携の推進
■

■

民間団体の持つノ ウハウや知見を 生かすこ と で 、 文化芸術活動を 充実さ せる こ と ができ

ます。

指定等文化財の民間所有者や団体と の連絡調整を 円滑にする こ と が、 適切な保存継承に

つながり ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ こ ど も 向けの文化芸術体験や文化財に触れる 機会を 充実さ せる こ と は、 子育て 世代に

と っ て魅力的な地域づく り につながり ます。

横断的取組

再定義の視点
◆ 夏季に開催する 文化施設内のイ ベント は避暑機能を 併せ持っ ており 、熱中症対策にも つながっ

ています。

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

文化ホールや博物館、 資料館にでかけまし ょ う 。

文化芸術活動に参加し まし ょ う 。

地域のまつり や伝統行事に積極的に参加し まし ょ う 。
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④スポーツと 連動し たまちづく り の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

市民の約7 割が体を 動かすこ と が健康につながると 考えています。

市民の約5 割が主要なスポーツ 施設に空調設備を 導入すべき と 思っ ています。

市民の「 スポーツ の推進に対する 満足度・ 重要度」が上昇傾向にあり ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

スポーツ を 通じ た交流・ 参画人口拡大の取組が必要です。

健康増進に資する スポーツ 機会を 増やし ていく 必要があり ます。

スポーツ 施設については、 快適にプレ ーでき る 環境の充実に取り 組む必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

年間スポーツ参画人口 延5 0 0 ,0 0 0 人
　 スポーツ を「 する」楽し み、「 観る」感動、「 支える」喜びを 感じ る 活動を 通じ て、 スポーツ と 連動し

たまち づく り を 進める と と も に市民の健康増進に取り 組みます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

●

松阪市教育大綱

松阪市教育ビ ジョ ン

松阪市スポーツ推進計画

松阪市スポーツ施設長寿命化計画

松阪市健康づく り 計画

スポーツ ・ 健康まち づく り 計画

● 数 値 目 標 ●

■ 主な取組

●

●

●

●

スポーツ の持つチカ ラ を 生かし 、 多様なスポーツ機会の提供に取り 組みます。

スポーツ を 通じ た健康に対する 市民意識の向上に取り 組みます。

みえ松阪マラ ソ ン の開催を 通じ てスポーツ交流・ 参画人口の拡大に取り 組みます。

ト ッ プアスリ ート を 見て学ぶ場を 提供すると と も に、 地域の優れた選手を 応援し ます。

スポーツ 施設を 計画的に改修し 、 快適にプレ ーでき る 環境の充実に取り 組みます。

N ew ! !

若者・ 福祉

若者・ 福祉 公民連携

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

気軽にスポーツを行う こと ができる環境づく りに対
する満足度

3 .0 0 ／５ 3 .1 0 ／5

スポーツボランティ アへの参加意欲 3 2 .4％ 3 5 .0 %

「 みえ松阪マラソン」に対するラ ンナーから の総合
評価

8 0 .9 点 8 5 点
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4.  人も 地域も 頑張る力

再定義の視点
◆ スポーツ は、 競技スポーツ によ る 選手の活躍を 通じ て人々のスポーツ への関心を 高め夢や感

動を 与える など の効果がある 一方で、 体を 動かすこ と で体力の向上、 スト レ スの発散や生活

習慣病の予防など、 心身両面にわたる 健康の保持増進にも つながっ ています。

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

スポーツ 大会やスポーツ イ ベン ト にボラ ンティ アスタ ッ フ と し て参加し まし ょ う 。

スポーツ を 頑張っ ている 人を 応援し まし ょ う 。

日ごろ から スポーツ を 楽し みまし ょ う 。

●公民連携の推進
■ みえ松阪マラ ソ ン については引き 続き 企業、 団体、 地域等と の連携を 強化し ていき ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

高齢者がスポーツ によ り 生き がいを 持っ て楽し める 環境づく り に取り 組むこ と で健康寿

命の延伸に寄与でき ます。

みえ松阪マラ ソ ン への参画を 通じ て 、 若者も 高齢者も 一緒になっ て松阪市への愛着と 誇

り を 醸成する こ と ができ ます。

横断的取組
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４ ． 人も 地域も 頑張る 力 【 地域づく り 】

⑤人権尊重・ 多様性社会の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

あら ゆる 差別を なく すために人権啓発に取り 組んでいますが、様々な人権問題が発生し ています。

性別や国籍等を 理由に不利な立場に置かれる 場合があり ます。

自死問題は、 深刻な社会問題と なっ ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

幅広い年齢層に効果的・ 効率的な啓発を 行う ために、 様々な方法や機関が連携し て人権啓発

活動を 行う 必要があり ます。

性別、 国籍等に関係なく 誰も が活躍でき るよ う 、 多様性を 認める環境づく り が必要です。

誰も が自死に追い込まれない環境づく り が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

人権が尊重さ れ多様な生き 方が1 0 0 ％認めら れるまち
　 市民一人ひと り の人権が尊重さ れ性別、 年齢、 障がいの有無、 国籍・ 文化や社会背景、 性的指向・

性自認などに関わら ず、 全ての人が自分ら し く 生き ら れる地域社会の実現を めざし ます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

松阪市人権施策基本方針

松阪市人権施策行動計画

松阪市男女共同参画プラ ン

松阪市人権教育基本方針

松阪市自死対策推進計画

■ 主な取組

●

●

●

●

人権意識の高揚のため、 講演会等を 開催し ます。

外国人住民への母語によ る 相談・ 情報提供などを 行います。

各種団体・ 企業などの政策・ 方針決定過程への男女共同参画を 進めます。

人権擁護や自死予防などのための相談体制の整備、 連携、 周知を 図り ます。

市民ができ るこ と
◆

◆

お互いの人権を 尊重し 、 みんなで差別を なく し まし ょ う 。

男女共同参画社会への理解を 深めまし ょ う 。

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

人権が尊重さ れている社会になっていると 感じ る
市民の割合

3 3 .1 % 8 5 .0 %

市役所利用者の通訳満足度 － 7 0％

家庭生活において男女の地位が平等になっている
と 思う 市民の割合

2 8 .7 % 5 0 .0 %

― 78 ―


